
都
市
に
と
っ
て「
自
立
」と
は
な
に
か
？

通
常
大
都
市
は
、
自
ら
が
磁
場
と
な
っ
て

独
自
の
経
済
文
化
圏
を
形
づ
く
る
。
そ
の
経

済
力
や
文
化
的
発
信
力
に
よ
っ
て
、
周
辺
の

地
域
か
ら
就
労
人
口
や
交
流
人
口
を
招
き
寄

せ
る
。

昼
間
の
人
口
が
夜
の
人
口
よ
り
多
い
、
す

な
わ
ち
就
業
者
や
学
生
が
他
の
地
域
か
ら
昼

間
に
流
入
し
て
い
る
都
市
は
、
オ
フ
ィ
ス
街

や
工
場
、
学
校
な
ど
、
職
と
学
の
機
能
を
集

積
し
て
い
る
都
市
で
あ
り
、
逆
に
夜
の
人
口

が
昼
間
の
人
口
よ
り
多
い
都
市
は
、
土
地
利

用
に
住
機
能
の
比
重
が
高
く
、
隣
接
す
る
大

都
市
が
形
成
す
る
圏
域
の
中
の「
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
」と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

生
産
年
齢
人
口
の
比
率
が
高
く
、
人
口
も

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
た「
成
長
・
拡
大
期
」で

あ
れ
ば
、
昼
夜
間
人
口
比
率
の
問
題
は
、
都

市
間
の
機
能
・
役
割
分
担
の
問
題
だ
と
割
り

切
る
こ
と
も
で
き
た
。
す
な
わ
ち
自
立
度
の

低
い
住
宅
都
市
は
、
住
宅
都
市
な
り
に
、
住

民
の
暮
ら
し
や
す
い
都
市
を
目
指
し
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
住
民
の
生
活
満
足

度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
れ
ば
良
い
の
だ
、
と
い
う

都
市
経
営
の
あ
り
か
た
が
成
立
し
た
。
働
き

盛
り
の
市
民
の
居
住
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、

税
収
も
財
政
規
模
も
拡
大
し
、
そ
れ
を
財
源

に
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る

こ
と
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
を
と
も
な

い
な
が
ら
人
口
減
少
社
会
が
訪
れ
る
中
で
、

昼
間
人
口
の
比
率
の
低
い
都
市
は
、
一
般
に

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

日
本
全
体
で
若
年
層
が
縮
小
す
る
中
で
、
都

市
構
造
が
住
機
能
に
特
化
さ
れ
職
・
学
・
遊

の
機
能
の
な
い
都
市
は
、
一
般
に
若
年
層
か

ら
居
住
地
と
し
て
選
択
さ
れ
る
可
能
性
が
低

い
か
ら
だ
。
必
然
的
に
自
立
度
の
低
い
都
市

で
は
、
人
口
構
造
の
超
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
進
み
、
地
域
経
済
も
沈
滞
し
、
自
治
体
の

財
政
規
模
も
低
下
す
る
こ
と
が
容
易
に
予
想

で
き
る
。
実
際
に
、
成
長
・
拡
大
期
に
形
成

さ
れ
た
住
宅
街
が
年
金
で
暮
ら
す
高
齢
者
だ

け
の
街
と
な
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
防
災
・

防
犯
な
ど
の
生
活
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
自
治
体
と
し
て
は
、
財
源
不
足

で
打
つ
手
が
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
大
都
市

郊
外
な
ど
で
起
こ
り
始
め
て
い
る
。

横
浜
商
人
と
開
港
都
市
・
横
浜

横
浜
市
の
昼
夜
間
人
口
比
率
は
90
・
5
％
、

す
な
わ
ち
横
浜
市
は
昼
間
人
口
が
流
出
超
過

し
て
い
る
。
な
ぜ
横
浜
は
都
市
の
自
立
度
が

低
い
の
か
？

そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
、
都
市
・
横
浜
の

生
い
立
ち
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

開
港
当
初
、
横
浜
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
自
立

都
市
で
あ
っ
た
。

「
文
明
開
化
の
玄
関
口
」と
し
て
、
人
・
も

の
・
情
報
の
ほ
と
ん
ど
が
横
浜
港
か
ら
入
っ

て
き
た
。
そ
し
て
、
新
聞
・
写
真
・
ビ
ー

ル
・
石
鹸
な
ど
が
横
浜
で
始
め
ら
れ
、
さ
ら

に
ガ
ス
灯
、
上
下
水
道
、
電
信
、
郵
便
、
鉄

道
な
ど
の
技
術
が
横
浜
で
取
り
入
れ
ら
れ
、

全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た「
文
明
開
化
の
玄
関
口
」と
し
て

の
横
浜
を
支
え
、
創
り
上
げ
た
の
が
、
横
浜

に
新
生
の
希
望
を
求
め
て
、
全
国
か
ら
裸
一

貫
で
や
っ
て
き
た
若
く
野
心
に
満
ち
た
商
人

た
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
横
浜
商
人
」
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
生
糸
や
茶
な
ど
の
貿
易
品
の
価
格
や

取
引
条
件
を
外
国
商
人
が
す
べ
て
決
め
る
植

民
地
貿
易
の
圧
力
を
跳
ね
返
し
、
わ
が
国
の

貿
易
自
主
権
の
確
立
へ
と
導
く
原
動
力
に
な

る
と
と
も
に
、
今
の
関
内
地
区
に
洋
式
公
園

（
現
・
横
浜
公
園
）や
歩
車
道
分
離
の
幅
20
間

の
大
街
路（
現
在
の
日
本
大
通
り
）、
防
火
建

築
帯
な
ど
、
わ
が
国
初
の
西
欧
的
近
代
都
市

計
画
を
導
入
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、

今
の
横
浜
の
都
市
の
礎
を
創
り
あ
げ
た
。

こ
う
し
た
1
つ
の
都
市
と
い
う
レ
ベ
ル
に

留
ま
ら
ず
、
日
本
そ
の
も
の
の
国
際
社
会
か

ら
の
自
立
と
近
代
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ
た

横
浜
に
と
っ
て
、
最
初
の
転
機
が
訪
れ
る
の

20

都
市
の
自
立
度
を
測
る
た
め
の
指
標
と
し
て
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が「
昼
夜

間
人
口
比
率
」で
あ
る
。
政
令
指
定
都
市
ク
ラ
ス
の
大
都
市
で
は
、
東
京
都
区
部
1
3
7
・

5
、
大
阪
市
1
4
1
・
2
、
名
古
屋
市
1
1
7
・
0
、
神
戸
市
1
0
3
・
0
、
札
幌
市
1
0

1
・
3
、
福
岡
市
1
1
4
・
6
、
北
九
州
市
1
0
3
・
4
。
い
ず
れ
も
1
0
0
を
超
え
る
。

と
こ
ろ
が
横
浜
市
は
90
・
5
％
と
1
0
0
に
満
た
な
い
。
そ
れ
も
、
同
じ
首
都
圏
で
1
0

0
に
満
た
な
い
さ
い
た
ま
市
96
・
0
や
千
葉
市
97
・
2
よ
り
も
低
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、

こ
ん
な
に
横
浜
は
都
市
の
自
立
度
が
低
い
の
か
。
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―
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東
京
の
侵
略
と「
第
四
山
の
手
」の
確
立

1
9
8
6
年
、
東
京
を
中
心
に
列
島
全
体

が
バ
ブ
ル
経
済
の
狂
乱
に
踊
っ
て
い
た
と
き

に
、『「
東
京
」の
侵
略
―
首
都
改
造
計
画
は
何

を
生
む
の
か
―
』（
月
刊
ア
ク
ロ
ス
編
集
室
・

編
著
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
出
版
）と
い
う
1
冊
の
本

が
出
版
さ
れ
た
。
当
時
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
そ
の
本
の
論
点
は
、

東
京
の
郊
外
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
横
浜
の
人

口
や
都
市
機
能
の
重
心
が
海
沿
い
か
ら
内
陸

部
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
、
港
を
中
心
と
し

た
国
際
港
湾
都
市
と
い
う
横
浜
そ
の
も
の
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
消
滅
し
、
東
京
の
傘

下
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
く
だ

り
で
あ
っ
た
。

1
9
6
0
年
頃
か
ら
東
京
か
ら
流
入
す
る

膨
大
な
人
口
を
受
け
入
れ
続
け
た
横
浜
内
陸

部
が
、
1
9
7
0
年
代
中
頃
か
ら
の
10
年
で
、

急
速
に
市
街
化
さ
れ
、
同
書
が
発
行
さ
れ
た

1
9
8
0
年
代
の
中
頃
に
は
、
広
大
な
郊
外

住
宅
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
輪
郭
を
く
っ
き
り
現

し
始
め
て
い
た
。

横
浜
の
内
陸
部
を（
東
京
の
）「
第
四
山
の
手
」

と
名
付
け
、
横
浜
全
体
を
東
京
の「
植
民
地
」

と
み
な
す
、
挑
発
的
な
本
書
の
説
は
、
こ
う

し
た
事
実
に
根
差
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
横
浜
内
陸
部
の
み
な
ら

ず
、
同
書
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
都
心
か
ら

半
径
40
袰
内
外
の
西
南
部
分
―
―
西
武
池
袋

線
所
沢
、
京
王
線
聖
蹟
桜
ヶ
丘
、
小
田
急
線

町
田
・
新
百
合
ヶ
丘
、
田
園
都
市
線
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
・
つ
く
し
野
、
さ
ら
に
東
海
道
線
藤

沢
、
京
浜
急
行
金
沢
八
景
あ
た
り
ま
で
」地
続

き
で
一
体
と
な
っ
て
神
奈
川
、
多
摩
、
埼
玉

に
ま
た
が
る
広
大
な
多
摩
丘
陵
台
地
を
な
ぞ

る
よ
う
に
、
人
口
7
0
0
万
を
優
に
超
え
る

東
京
の
一
大
都
市
圏
が
恐
る
べ
き
ス
ピ
ー
ド

で
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
こ
の「
第
四
山
の
手
」エ
リ
ア
の
住
民
層

の
主
役
は
、
当
時
ま
だ
青
壮
期
に
あ
っ
た
団

塊
の
世
代
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
彼
ら
こ
そ
「
戦
後
の
日
本
人
の
憧
れ

の
的
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
郊
外

生
活（
マ
イ
カ
ー
移
動
に
よ
る
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の
週
末
買
出
し

や
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
の
食
事
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ

な
ど
）を
具
現
化
し
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
を

通
じ
て
、
こ
の
多
摩
丘
陵
＝
第
四
山
の
手
か
ら

全
国
へ
と
広
げ
た
の
で
あ
る
。」（
同
書
か
ら
）

港
・
横
浜
と
丘
の
横
浜

開
港
期
に
横
浜
商
人
に
よ
っ
て
そ
の
礎
が

形
成
さ
れ
た
横
浜
臨
海
都
心
部
と
1
9
7
0

年
代
後
半
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た

「
第
四
山
の
手
」と
し
て
の
横
浜
内
陸（
丘
陵
）

部
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
わ
が
国
の
西
洋
化

（
近
代
化
）の
起
点
と
、
昭
和
の
終
わ
り
と
い
う

戦
後
日
本
の
西
洋
化
の
到
着
点
と
い
う
2
つ
の

時
期
に
、
く
し
く
も
、
こ
の
2
つ
の
エ
リ
ア
＝

港
・
横
浜
と
丘
の
横
浜
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
最
先
端
の
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
情
報

発
信
基
地
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
横
浜
と

い
う
都
市
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
重
要
だ
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
都
市
構
造
的
に
み

れ
ば
、
少
な
く
と
も
1
9
6
0
年
代
ま
で
は

港
を
中
心
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
市
街
地
が
形
成

さ
れ
、
独
自
の
経
済
文
化
圏
を
保
持
し
て
い

た
自
立
都
市
・
横
浜
が
、「
成
長
・
拡
大
期
」

に
内
陸
丘
陵
部
に
広
大
な「
東
京
」の
郊
外
部

を
抱
え
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
昼
夜

間
人
口
比
率
が
1
0
0
を
切
る
大
都
市
・
横

浜
の
自
立
度
の
低
さ
、
す
な
わ
ち
経
済
・
文

化
面
に
お
け
る
東
京
の
影
響
の
受
け
や
す
さ

に
結
び
つ
い
て
い
る
。

横
浜
と
い
う
都
市
に
と
っ
て「
自
立
」と
い

う
テ
ー
マ
は
、
永
遠
の
課
題
だ
。

こ
の
市
民
生
活
白
書
で
は
、
横
浜
の
都
市

構
造
―
―
都
心（
港
・
横
浜
）と
郊
外（
丘
の

横
浜
）の
関
係
性
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
捉
え

直
す
と
と
も
に
、
21
世
紀
に
向
け
て
東
京
を

始
め
と
す
る
周
辺
の
都
市
に
対
し
て
横
浜
が

自
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
考
え
て
み
よ
う
。

21

が
、
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
の
始
め
に
か

け
て
の
震
災
と
金
融
恐
慌
で
あ
っ
た
。
震
災

に
よ
り
横
浜
の
港
湾
施
設
は
壊
滅
し
、
さ
ら

に
昭
和
初
期
の
金
融
恐
慌
に
よ
っ
て
、
明
治

以
来
の
横
浜
資
本
の
銀
行
が
つ
ぶ
れ
、
初
期

の
生
糸
貿
易
を
中
心
と
し
た
横
浜
商
人
の
ビ

ジ
ネ
ス
は
全
滅
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
後
に
続
く
第
2
次
世
界
大

戦
と
戦
後
の
進
駐
軍
の
接
収
に
よ
っ
て
横
浜

は
、
港
を
中
心
に
自
立
し
た
国
際
港
都
と
し

て
の
魅
力
と
機
能
を
失
っ
て
い
っ
た
。
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